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敦賀発電所における安全性向上対策について

沸騰水型の敦賀発電所１号機には、原子炉を冷却する機能として、緊急

時に交流電源がなくても自然循環で炉心を冷却する非常用復水器があり

ます。今般さらにこの非常用復水器への給水機能を強化するため、消防

車から直接、冷却水や海水を供給するための専用の配管を新たに設置し

ます。

非常用ディーゼル発電機を冷却する海水ポンプが津波により使えなく

なった場合に備え、海水供給のための移動可能なエンジン駆動ポンプ

を新たに配備します。

非常用ディーゼル発電機が使えなくなった場合に備

え、原子炉の冷却維持に必要なポンプや計測装置の

発電能力を持った空冷式の電源車を、津波の影響を

受けない高い場所に配備します。
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【敦賀発電所１号機の系統図】

海水ポンプの津波対策として、防護壁や海水浸入対策

（開口部の閉止等）を実施します。

使用済燃料プールの水位が低下し、使用済燃料が露出するのを防ぐため

に、緊急時に注入する消火系ラインに加え、消防車から燃料プールに

直接、冷却水や海水を供給するための専用の配管を新たに設置します。

（設置予定：１号機、平成２４年２月　２号機、平成２４年３月） （平成２４年２月実施予定）

   （配備数：１号機（１台）、２号機（３台）　 配備予定  ：   平成２４年３月）

   （配備数：１号機（３台）、２号機（８台）　 配備予定  ：   平成２３年９月）

（実施予定：１号機、平成２４年２月　２号機、平成２４年３月）
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格納容器スプレイ格納容器スプレイ

消火系より

使用済燃料プールへの給水機能の強化（１･２号機）

格納容器の圧力上昇を抑制するために作動する格納容器スプレイ系が使え

ない場合でも格納容器の冷却を可能とするため消火系等から注水できるよ

う、格納容器スプレイの代替ライン配管を新たに設置します。

（平成２４年２月実施予定）

非常用ディーゼル発電機代替設備の配備（１･２号機）

変圧器

プラントの安全上重要な設備の津波による浸水を防止するため、既存扉の

隙間へのシール施工を実施します。

また、既存扉の水密扉への取替え等の水密化工事を実施します。

（平成２４年９月実施予定）

使用済燃料プールの冷却機能の確保 炉心冷却機能の確保

電源の確保

海水供給用可搬式ポンプの配備（１･２号機）

　外部電源および非常用ディーゼル発電機による電源

　の供給ができない場合に、原子炉を安定に除熱し、

　中央制御室の監視機能等を維持できるよう、移動

　可能なディーゼル発電機および接続ケーブルを配備

　しました。

  

移動式電源の配備（１･２号機）

安全上重要な設備の機能維持

安全上重要な機器の冠水防止のための水密化（１・２号機）

２号機蒸気発生器等への給水源となるタンクについて、津波

による影響を低減するため、周囲に防護壁を設置します。

（平成２４年９月実施予定）

純水タンク及びろ過水タンク周りの防護壁の設置
　　　　　　　　　　　　　　　　　（２号機）

格納容器冷却系代替スプレイ配管の設置（１号機）

格納容器内の圧力が上がった場合に圧力を下げるために、蒸気を主排気筒

へ直接放出するための耐圧ベント管を設置します。

（平成２４年２月実施予定）

格納容器耐圧ベントの設置　（１号機）

６

海水ポンプの津波対策の強化 (防護壁等の設置 )(１･２号機 )

全交流電源喪失を想定した訓練を継続して実施するとともに、要員確保、

手順書の整備等の体制を強化します。

仮設電源から発電所内への電源

引込み訓練（H23.3.30 実施）

消防車から復水タンクへの

水の補給訓練（H23.3.30 実施）

（平成２３年４月実施予定）

非常用復水器への給水機能の強化（１号機）

代替スプレイ ( 新規 )

専用配管 ( 新規 )

主排気筒

格納容器耐圧ベント ( 新規 )
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（配備数：220kVA（２台）、800kVA（２台）　平成２３年４月６日までに配備済）

（監視機能など）

復水系
( 既設 )

( 既設 )

( 既設 )

全交流電源喪失を想定した緊急時対応訓練等（１・２号機）

電源系の強化（１号機）

現状において号機間の電源融通が可能となっていますが、電源系を強化

するため、２号機から１号機への電源ケーブルを新たに敷設することに

より、１号機の原子炉冷却等に必要な電源の強化を図ります。

（平成２４年３月実施予定）

熱交換器

海水

専用配管 ( 新規 )
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